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　2020年、21年と2度にわたって計画しながら、コロナ禍で
実現できなかったニルス・メンケマイヤーを中心とした
2夜にわたる〈モーツァルト・プロジェクト～ライナー・
クスマウルをしのんで～〉。そこで果たせなかったトッパン
公演を実現しようと、ニルス・メンケマイヤーが単身
来日してくれることとなった。
　メンケマイヤーはご存じのように、いまやヨーロッパで
人気と共演者の信頼を、アントワン・タメスティと二分
する名ヴィオラ奏者。その音楽は、いつもどこまでも
自然体で変幻自在。曲想の変化に応じて動く心模様が、
そのまま音として刻まれていくような予測不能の自在さが
とても印象的で斬新だ。そんな彼の特徴は、前回出演の
19年4月に行ったサントリー音楽賞受賞記念公演での
ヒンデミット《白鳥を焼く男》で遺憾なく発揮され、体感
したお客さまも多いことだろう。
　素顔のメンケマイヤーは、ひときわ謙虚で、温かく、
やさしい。リハーサルやプログラミングでは、次から
次へと様々なアイデアを投げ掛け飽きさせることがない。
あのユリア・フィッシャーが「ニルスと一緒に弾くと、最高に
楽しく刺激的。素晴らしいアーティスト」と手放しで
絶賛するのも当然だ。
　あるコンサートのあと、メンケマイヤーは、見知らぬ
人からウアハーネの大量の楽譜と彼が母親に宛てて出した
手紙を手渡された。ウアハーネは第二次大戦中、ヴィオラ

の師匠がユダヤ人だったために強制収容所に収容され、
20歳過ぎで命を落とした音楽家のようである。その
ウアハーネの未発表作品（今回の公演が世界初演）から
今回のプログラムは着想された。軸となるJ.S.バッハの3曲の
チェロ組曲（これだけでも十分ひと晩のプログラムだ）の
間に挟まれたのは、様々な時代、様々な国の作品。時に、
現代に生きる2人の女性作曲家、ドイツのイザベル・ムンド
リーと、ギリシャのコンスタンティア・グルジを対比させ、
さらにバッハ以前の作曲家として、中世ドイツの女性
作曲家、宗教家のフォン・ビンゲンと17世紀のニコラ・
マッテイスを並置し、結果として、3人の女性作曲家を聴き
比べることができるという点もとても新鮮で興味深い。
　わくわくしながら1つずつ包みを開け、中身をそっと
覗いていくようなスリルが味わえる手の込んだ構成が実に
楽しいではないか。ここには、お決まりのプログラムに
よるコンサートの退屈さから脱しようというメンケマイヤー
の意欲が感じられる。作品が発するメッセージをあるが
ままに受け容れ、巧みに表現するキャパシティの広さと
アイデアの豊富さを誇るメンケマイヤーならではの
洒落た無伴奏プログラムであり、彼が高く評価するトッパン
ホールのお客さまへのとびきりのプレゼントだ。ぜひ、
2度とないこの機会を逃さず、未知なる音楽への新たな
旅に一緒に出発していただければ、メンケマイヤーも
喜ぶにちがいない。


